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序

埼玉県北部に位骰する深谷市は、平成18年 1 月に深谷巾 • 岡部町 ・ 川本町 ・

花園町との合併により新たなスター トを迎えることとなりました。合併後の

深谷市ぱ、北部に利根川、南部に荒川が流れ、変化に紅んだ地形や骰窮な脳

産物があり、自然の恵み盟かな士地柄をイfしています。

ここには、先人たちの残した足跡が、埋蔵文化財として今なお多く眠って

おります。なかでも、縄文時代晩期から弥生時代初期の L:器を出J.:した四十

坂追跡 ・ 上敷免追跡や、 古代榛澤郡 ・ 幡羅郡の役所と推定される中窃 • 幡羅

迫跡などは、埼玉脹の原始 ・古代を考える上で欠かすことのできない追跡と

言えるでしょう。

深谷市では、こうした此重な迫跡群を保護するために鋭意努力し、破壊を

免れない場合は、記録保存のための発掘調査を実施してまいりました。

本報告心は、平成9年度に個人住宅建設に先立ち実施した熊野迎跡第114

次調査の成果をまとめたものです。発掘調査では、奈良～平安時代の竪穴住

居跡をはじめ、掘立柱建物跡等が検出されました。各迫構からは豊窃な迫物

が出J.:しており、地域史解明の上では、大きな成果を得られたものと確信し

ています。

本井が学術 ・ 教育関係はもとより、文化財に対する保護 ・ 保仔の啓薮 • 普

及を図る狡料と して広く活用いただければ幸いです。

最後になりましたが、発掘調査から報告害作成まで、多大なるご理解とこ・

協力を賜りました関係各位 ・諸機関に心より御礼申し上げます。

平成20年 3月

深谷市教脊委負会

教育長猪野幸男



例言

1 . 本必は、熊野迫跡第114次調査の発掘調査報告苫である。なお、発掘調究箇所の地番は深谷市岡字立

堀1932-7番地である。

2. 発拙調査ば個人住宅建設を原因とする。発掘謁査担当者は烏羽政之である。文化財保護法第57粂

の2(現行第93条）に基づく上木工事等のための発掘に関する届出は平成9年9月3日付文第532号

にて、同法第98条の2(現行第99条）にJふづく埋蔵文化財発掘調査の通知は、平成9年9月3U付文

第533号にて岡部町教育委員会から埼玉県教脊委員会へ進逹した。

3. 発掘調査は、平成9年8月28flから平成9年9月191]にかけて実施した。

4. 木市の執箪 • 編集は鳥羽政之が行い、出士品の実測囮 • 般察表は、竹野谷俊夫が作成した。

5. 本苫に掲戟した預料は、深谷市教育委且会が保管している。

6. 本苔の刊行に関わる組織は、以下のとおりである。

(• 阻務局）

深谷市教育委員会教付長 猪野幸男

教育次長

次長

生涯学習課長

＊幹

文化財保護係長

主 究

石 山文雄

中村信雄

澤出晃越

武井茂

占池晋禄

I
I
I
I
 

森下閂市郎

紐羽政之

莉村敏則

主 任 知久裕昭

主 事 幾品 '.JR: 

臨時屈員 栗原貰枇実

（整理作業）

臨時靡目 竹野谷俊夫

II 黒澤 恵

II 佐藤山江

＂ 布施みゆき

II 伊豚万里子

凡例

1. 発掘調査位骰図は岡部町都市計jilij囮 (1/2, 500)を、迫跡分布図は国上地理院発行『本Li:』

(1 /25, 000)を使用した。

2. 迎構実測図は、現場では基本的に 1/20、カマ ド実測図を 1/ 10とし、本杏掲載の段附で1/ 60及び

1 /30とした。迎物については、基本的に 1/3で掲載した。

3, 図中の方位は、座椋北を示す。

4. 迎物親察表の数値に（ ）のあるものは推定値、《 》のあるものは残仔値を示す。

5. 土/(9断面図及びエレベーション図のスクリ ーントーン（斜線）ぱ、地山を示す。また、[>l(j中の数値

は、標高値を示す。
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I 発掘調査の経緯及び経過

I. 発掘調査の経緯

埼玉県北部に位似する深谷市は、埋蔵文化財の

宝血として古くから知られてきた。特に、縄文時

代草創期の士器が採集された西谷迫跡や、弥生文

化波及期の逍跡として名高い叫十坂辿跡 ・上敷免

迫跡 ・国煎要文化財に指定された緑釉手付瓶を出

士した西浦北迫跡など、豊宮な内容を有す。

熊野迫跡は、 JR岡部駅の北束 1kmにあり、

国道17号線沿線に所在する。標高は50-55m程で

ある。追跡の範囲は南北750m、東丙1,400mと広

大であり、発掘関査では、多種 • 多様な迫構群が

検出されている。熊野辿跡の第 1次調査は、昭和

52~53年度にかけて岡部両小学校建設に先立ち実

施されており 、当辿跡が、古代榛澤郡において拠

点的迫跡となることが確認されている。

今同報告する発掘調査は、‘師成4年度以降実施

した調究のうち114次潤査としたものである。以

F、発掘濶査の経緯について記す。
平成9年8月20日、深谷市岡字立堀1932-i番

地の個人専用住宅建設に先立ち、I捐発予定地内の
埋蔵文化財の打無について深谷市教脊委且会（旧

岡部町）へ事業者である矢内英一氏（以下、字業

者と記す。）より照会がなされた。当教育委具会で

は、現地において土師器 ・須恵器節の細片が散布

していることを確認のヒ、照会地内は、熊野辿跡

（埼玉県迫跡登録番号63-017)の範囲内にあたる

こと、 I}り発にあたっては、文化財保護法第57条の

2 (現行93条）に基づく埋蔵文化財発掘の届出が

必要であることを伝えた。

*業者は、 ，Tl成9年8月25日付で埋蔵文化財発
掘の届出を当教育委員会に提出した。当教育委且

会では、埋蔵文化財の詳細を確認するため埋蔵文

化財確認潤査を平成9年8月28Aに実施した。調

査では、竪穴住居跡、掘立柱建物跡等が検出され

た。確認調行当日、事業者との協議を行い事業計

両の変更は避けられないとの結論に至り、発掘調

如こよる記録保存の措硲を講ずることとなった。

教育委員会では、確認調行を発掘調究へと切り

替え、平成9年9月3日付けで、文化財保渡法98条

の2第1項（現行99条）による埋蔵文化財発掘調

査の辿知を埼玉凩教脊委且会に提出した。

発掘調査は、 平成 9年 8 月 2SA~9 月 1 9 日まで

の期間実施された。

2. 発掘潤査・整理報告の経過

(1)発掘瀾査の地番等

木報告は、熊野遺跡114次調在として実施した

ものである。発掘調森の原因は、個人専用住宅の

建設である。

調査地点の地番は、岡部町 (•f1:成9年当時、以

下深谷rl1と記す）岡字立堀1932-7番地である。発

掘調査面柏は、 184ボである。

(2)表上除去

発掘潤査は、 8月28日から牙ffした。当初、確

認調査として実施し、エ＇ド府手予定 Hが迫ってい

ることから、確認調査で迫構の仔在が明確となっ

た時点で、発掘閥究に切り替えた。作業は、まず

バックホーによる表上除士から始めた。確認而で

ある黄褐色ローム屈ヒ面までの深さは、 30c:m程を

測る。調査区は、建物建設予定地周辺をA区、通路

のためのj邸父予定地周辺をB区とした。

(3)迫構確認

表士除去に続き、迫構確認作業を実施した。A

区では、竪穴住居跡4軒、掘立柱建物跡：3柚、ピッ

ト等が検出され、B区では、竪穴住居跡2軒、検

出された。追構確認には21;1程を要した

(4)迫構掘り下げ及び図化作業

竪穴住居跡は、迫構の項複OO係を確認しながら

棋瓜に掘り Fげを行った。土層断面を図化した

後、床面を検出した段陪で写兵船影及び図化を

行った． 追物については、出土状態の写兵撮影

を行った。掘立柱建物跡、溝跡、上城等も同様に

行い、作業の全行程が終了したのは、 9月l9Rの

ことであった

(5)整理 ・報告

幣理作業は、水洗 ．柁記を平成10年度中に終了

した後、中断していた。

救理作業を平成19年度より再開し、 4月---s月
まで、迫物の復元、図面整理等を尖施した。

その後、士器実測 ・観察表の作成については、

平成J9年JO月中に終了した。LI月より、辿楠 ・迫

物のトレース、図版作成作業等にとりかかり、こ

の作業と併行して1原稿執符を行った。平成20年1

月には、 印刷 • 製本作業を開始し、報告ぷは、 'fl

成20年3月に刊行された．
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II 遺跡の地理 ・歴史的環境

l. 地理的屎脱

即 II以北の深谷市域は、地形的には櫛挽台地、

本庄台地、衷沼低地に大きく区分される。

櫛挽台地は、派川l:i.岸に広がる台地であり 、荒
川により形成された扇状地形を有する。西部は、

藤治川 ・針ヶ谷堀周辺で本庄台地、山崎山丘陵と

区分され、北端部は、幅川右岸付近で妻沼低地と

接する。妻沼低地と櫛挽台地の悦界付近を束流ナ

る福川は、櫛挽台地扇端部の型富な初水を集めな

がら、深谷市北部域の農菜用水として現在も貨要

な位低を占めている。

櫛挽台地の標窃は、扇頂部にあたる寄居付近で

100m程、扇端部は35-50m程である。また、当台

地は、荒川の流路変更による段丘が発達し、その

過程により、櫛挽面、祈居面に大別される。

櫛挽面は武蔵野而に対比され、深谷市東半をの

せる。台地上には、藤治川、針ヶ谷堀川、西川、

上JJf沢川、押切川、下唐沢川等の中小河川が北流

する。これらの河川は、扇央部から扇端部付近の

i勇水に端を発し、台地を北流する。一見平坦に見

える台地ヒも、現存する中小河川や、その他の埋

没谷による級やかな起伏がある。

寄届面は、櫛挽面以降の段丘面である。櫛挽面

とは、寄居岱校付近から深谷市下郷、炭、折之口、

」：：宿へと述なる粒線で区分される。

この寄居面では、ローム培が比較的n<堆柑す
る段丘面と、その下位にありローム庖の堆和が薄

いか認められない段丘面に区分される。前者は、

御威稜ヶ原面として別称される。坑界の崖線付近

では悌水が随所に認められる。さらに、寄店面以

降には、川本明戸付近を扇頂とする荒川新扇状地

が形成される。御威稜ヶ原面との採界付近及び扇

端部付近は、熊谷市域の市要迫跡が集中する。

本庄台地に相当する地域は、深谷市西端の藤治

川 ・針ヶ谷掘以西の地域 (111岡部町榛沢地区）で

ある。台地1-.には、見悶I(川（小山川） ・志戸川 ・女

堀等の中小河川が北流しており 、この河川の流域

は、沖籾底地となっている。

共沼低地は、利根川及びその支流に殷開する広

大な低地帯である。南方で木）七台地及び櫛挽台地

と接する。旧岡部町北部、 ru深谷市北部が該当
し、低地内では、中州的に微高地が形成され、こ

の微莉地上に迫跡が集中する。

この他、櫛挽台地と本庄台地の境界付近に11.J鯰

山（標森約117m)・諏訪山丘陵 （福必約109m)、

櫛挽面に仙元山丘陵（椋必約98m) と呼称される

残丘f:.の;J況陵がイf在する。

一方、荒川以南は、113川本町城南部が該当ナる。

当地域の南半は、江南台地上にのる。江南台地も

荒川の流路変更により形成された段丘面であり 、

扇状地形を有する

扇頂部付近の寄居町木持では標岱110m、m端
部の熊谷市原新山付近では標病45mを測る。この

段丘而は、江南面と呼称され、櫛挽面以前のもの

である 、江南面の下段には寄届而が存在する。こ

の段丘面は、櫛挽台地側のそれと対応する。

iT. 南台地上から下段の段丘而 （寄居而）にかけ

て、荒川の支流である吉野川が東流及び北流し、

その流域には狭小であるが沖梢低地が什在する。

（引用 ・参考文献）

簡瀬良明 1975 「自然堤防」占今ぶ院

川本町 1991 「川本町史ー通史粗J

埼玉県 1978 「埼玉県市町村誌第14巻

ー岡部町」

埼王県 1986 「埼玉県史別編3ー自然J

深谷市 1969 「深谷rli史J
II 1980 r深谷市史一追補絹J
寄居町 1986 「寄居町史ー通史編」

2. 歴史的屎税

本項では、熊野迫跡と密接に関仔すると推定さ

れる櫛挽台地北緑部から及沼低地にかけての地域

（福川ヒ流城）の遺跡群の動向を概槻する。

弥生時代では、四 I・坂迎跡、樋詰迫跡、森下迫

跡、上敬免森下迫跡などで調査が行われている。

特に、四十坂政跡、上敷免追跡は、弥生時代前

期末～中期にかけての土器群が検出された辿跡と

して若名である．この点は、当地域が弥生文化波

及の先進的役割を果たしたことを示す。

古瑣時代前期の遺跡ぱ、矢島南追跡、起会迫跡、

戸森松原迫跡、深谷町迫跡がある 、これらの遺跡

は、比較的小規模で地域内において分散的であ

る。また、該期の柑泌では、四I坂泣跡、 ヒ敷免
迫跡で周溝茄が検出された。四十坂追跡は、四十

塚古憤群中にあり、古項群の成立を考えるにあた

り訊要である。
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I. 熊野遺跡 (ff伽 ・淳令期1ll(t.. ,,, 世居館） Iり．“光寺賓j胄~~ (縄文 ・ 1、 ii:!l!,~)
2. 111Ti湿跡 <n~I折正介 ・ tit令期艇tヽ ） 20. I俎沢六郎成ilrftl'/11~C中1tt)
3. 滝卜心跡 （河川跡 ・律令JIii集芥） 21. 石・；遺跡 （占墳-'l'~民ぶ ・周溝:Q)
..i. r~ 府t (ヤ院跡 ・ 古墳-r~介閉集沿．） 22. 地神祗．遺閏 （占墳ー •I汝:11!,l)
5. Iii! 郎~9'.遺跡 (.t, 墳集沼・条'''*Ill・信令覧居〇 2:1.'f光寺遭応 （古頃11.平安．也料）
6. 砂lllli~ . 樋詰遺貼（古墳～ギ安g沿） 21 fti谷遺跡 ！環文 ・/It令門t!rt.>
7. (J山遺跡 （古れ群 ・律令期集洛 .,,, 世む館） 2,. 茶和11遺.. (古墳訂）
B.'i/rllJ頌跡 (Ht令期渠硲J 26, 伝上杉館跡 （中世）
9. Hrlilt鯖 （縄文 ・占墳-fl!令JVJlj.!沿） 2i. lit河翌人u (中世）
10. 四 I・坂遺鱒 （縄久集溶 ・弥1-.11J$9,.関1鼻r.l.・占墳計） 21>. 西舵ヶ谷遺関 (~ 令閉り1帽.•I 世じ館）
11. 尿ヶ谷戸遺跡 （縄文 ・占項災料 ・古墳群） ~'\I. {,. 岡荘六舛人記閉（中世）
12. 水t1I遺跡 （母文 ・古頃集i'ti. 古墳l!1') ＾・四 I坂枚間111,'il/l.(円頃）
13. 祈J1遺郎 (/II令間梨疼） Ii. 寅研(;rし占IJ't (1111カ後l'Jllt)
11. JI(IL I f遺跡 （古lit・中世島if;) じお fた山.i,lit (帆立rl1'古項）
15. ,¥/幻II遺跡 （古墳 • 中世j~淋J I), 炉J,~愛宕!11.!it/l (方墳）
16. k寄遺跡 （縄ズ ・ヂ牛-rll令111111洛J E I', 出八幡` が，， （円墳I
17. ¥!Ii油北遭躊 （縄文 ・占墳-I*令門釦済） I' I'll l・ti! がn訂 （古墳訂）
18. 1#i. 東漕跡 (c'』・11t-,r安集沼J

第3図 熊野遺跡と周辺の遺跡
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古墳時代中期では、退跡は増加傾向にある。集

落跡では、 ヒ敷免迫跡、森下追跡、戸森fill迎跡、

起会迫跡、矢島南追跡、岡部条里遺跡、砂Ill前辿

跡等で、竪穴住居跡が検出されているが、いずれ

も小規模な集落跡と推定される。

収砥では、戸森松原迫跡で、方坑～円坑にいた

る古坑群が検出されている。中宿辿跡、四 I、坂迫

跡でも該期の方収が検出された。

古坦時代後期初頭には、集落の規校が拡大する

現象を見て取ることができる。 I:敷免迫跡、森下
迫跡、戸森前迫跡、起会追跡、矢品南迫跡、樋詰

辿跡、岡部条里迫跡、砂山前迫跡、巾宿迫跡、 1: 

宿迫跡で竪穴住居跡が検山された。砂田前迫跡、

上敷免辿跡は、大規模な集落跡である。

当地域の古墳群には櫛挽台地上の四十塚古杖

群、白山古浜群が代表的である。四卜塚占収詳

は、前期～中期の坑葛群を経て後期古切群へと殷

開する。古瑣群中の四十塚古頃は、横矧板鋲留短

甲、丘鈴（寸鐙板、鉄斧等が昭和初期に出 Kした。
古坑築造時期は、 5世紀末頃の年代が想定される。

当古坑群展開の訳要な両期を示す古損である。

白山古培群の開始年代については、榛名tlJ-.ツ

岳の火山灰降F前にllll始されていることぱ明確で

ある。帆立只式古収である17号れは、古れ群の中

では唯一帆立貝の項形を有す占収であり、古墳群

開始期のものと想定される。当古坑群の成立期

は、近接ナる砂田前遺跡で集落が拡大する現染と

項なることを勘案すると両者は、対応関係にある

ものと想定する。

さらに6肱紀後半頃には四,-塚占収群内に榛澤

郡域最大級の寅稲荷塚古憤（前方後円泊 ・51m)

が築造されることから、当地域の悛位性が確認で

きる。その後、四十塚古瑣群から、やや距離を脱

き、お手長山古収（帆立貝式占瑣・49.5m)、内111

八幅塚古瑣 (P-l瑣33m)、愛宕Ut古校（方杖・37

m) とイ'-f)]な古れが築造される。この点は、榛澤

評家成立の前捉となるものであろう

汲沼低地側の古瑣群では戸森古校群、上敷免古

坑群が存伍するが、内容については明確ではな

し、0

7世紀後半段階では、櫛挽台地北絃に桜澤評家

が形成される。その原動})となったのは、古坑時

代後期に有力牧丸を築造した在地位虻焙である。

成立時期は、 7世紀第3四半期頃であり、熊野迫跡

内で検出された迫構群等が、評家を構成する施設

群である可能性が品い。熊野虹跡でば、大型建物

詳、連房式鍛冶工房、石組井戸等の人規校な辿構

群が7世紀第3四ム目期～第4四半期にかけて成立・

展I捐する。これとともに、畿内の」：師器坪Cを模
倣して成立したと想定される在地産暗文土器や、

末野産須恵器による数官な食器組成がHを引く。

この時期、白山、上宿、新田等の諸集洛が新規

に出現するか、規模を拡大する。

中宿迫跡では、 7 世紀未~8 祉紀初頭以降大規

模なれ血群が出現し、榛澤郡正介と考えられる。

さらに台地直ドの滝 F辿跡では大溝（滝下河川跡）

の掘削が開始される。郡庁院についてl:t、中宿辿
跡南方の地点が布力であるが、現状では調査でき

ない状況である。

8世紀前半では、中宿迫跡の束）jに岡廃、l'が建
立される。岡廃寺は、9世紀第1也半期まで存続

するが、この段階以降、寺域に竪穴住居跡が進出

する。8祉紀中頃から後半にかけて低地部に条且

型地割が存在する。また、低地部の集落辿跡とし

てぱ砂田前迫跡、矢島南、岡部条里、樋詰、起会、

戸森前、森下迫跡、 I滉．敷免追跡などがあげられる。

中宿追跡正倉群周辺には10世紀後半~ 1 1世紀代

にかけて竪穴作居跡が進出することから、この頃

には正店の機能は完全に失われていたものと思わ

れる←
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皿 発見された遺構と遺物

J. 熊野辿跡の概要

熊野辿跡は、深谷市の北西に位骰する。JR岡

部駅の北束 Ikmにあり、国道17け線沿線に所在

する。迫跡の規模は、附北750m、東西l.400mを

測る。標品は、 50--55m程であり、南から北へ向

かい緩やかな傾斜を布する。また、南北方向の埋

没谷が板数地点で確認できることから、当時の地

形は、現代より起伏を有していたと考えられる。

周囲には、中宿辿跡、(I山追跡、岡廃寺、岡迫

跡、 ヒ宿迫跡等が存在し、これらの追跡群により

榛澤評 ・郡家が構成される。

発掘調査は、昭和52--53年にかけて岡部西小学

校建設に伴い実施されたものを咄矢とする。

その後、平成 4年）J[から岡中央土地区画整理•J~

業及びその周辺地城において発掘調査が激珀す

る。平成4年駿以降、現在まで深谷市 (IIJ岡部町）

教育委員会（註1)で実施された発掘調布ば、 163

次を数える。さらに、平成6--7年度には埼下県

埋版文化財調企事業団による発掘調査が実施され

ている（熊野A--...D区として報告ぼ刊行済）。

このうち、岡中央土地区両整理·J~業地内にお：ナ

る追構群については特徴的なあり方が見える。追

梢群は、複数のまとまりに大別され、それぞれに

おいて異なる内容を打している。迫跡内にぱ三箇

所において道路辿構が検出されており、道路の沿

線に各プロックが点在する状況が確認できる。

辿構群の成立期は、 7世紀第3四半期と考えら

れ、7世紀代の迫構 ・迎物群は監富である。

特に岡中央上地区画整理~ii:菜地内にお！ナる 1次

調査では桁行71/JIX梁行3問の大型建物を中心と

するプロックがあり、熊野迎跡の中枢部と巧えら

れる。また、7次調企区の大型石組井戸、 31次調

査区の連房式緞冶工房等が熊野追跡の7世紀代を

象徴する建物群である。

さらに、 L3l次調査区では、熊野辿跡最古 (7世

紀第3四半期）と考えられる汲内産土師器 ・在地

産土師器 ・ 須恵器等が出七した。 これらの 1~器群

の組み合わせば、当地域の編年的指襟となるもの

である。

（註1)調査次数には、岡部町迫跡調介会 ('V-成
li年l2月をもって解散）主体の発掘調査

も含まれている。

2. 発見された迫構と辿物

(l)概要

熊野迫跡114次調社において検出された迫栴は、

竪穴住居跡6軒、掘立柱建物跡3棟、ビット等で

ある。

検出された住居跡のうち最古のものと考えられ

るのは、 1、2号住Ji・跡である。いずれの住屈跡も

7世紀末-s世紀初頭と考えられ、 J.:器類 (t師
器・須息器）が豊岱に出土している 4-6号住居

跡は、 8世紀後半代を中心とする時期のも(/)であ

る。各住居跡とも迎構の大半が調究区域外に延び

ている。3け住屈跡は、小型であり、カマドを持た

ない。各竪穴住居跡の主軸方位ば、時期の離れた

3丹住J凸跡を除き、近似しているこ とから、7世

紀末-s世紀段階では、竪穴住居の建設に際して
規制があった可能性がある。また、該期の住届跡

群の中軸方位ば岡中央1:地区画悛理地内で検出

された道路迫梢の走行方位に直交するか、それに

近い形をとっており追路迎構と密接な関係を有す

るものであろ

この他、掘立ft.建物跡は竪穴{=E居跡に披されて

いること、追梢の大部分が調査区域外に延ぴてい

ることから全体像ば明確ではない 1-2号建物

跡は1却居跡との切りあい関係から、虹跡成立期の
7枇紀後半段階まで遡る可能性がある。

(2)発見された追構と追物

[ 1衿竪穴住居跡］

A区北端に位骰する。l号建物跡と直複関係に

あり、本住届跡が新しいことが確認されている。

住居跡北'if.は、両杏区域外に延びているため全体
像はイ濁明である

迫柄の規模は、長軸5.70m以上、短軸5.70mで

あり、平面形は長）j形を呈すると想定される。上

抽方位は、 N-52°-Eである。住居跡の各コー

ナ一部は、直角に近い形をとか確認面から床面

までの深さは48cm程である。

柱穴は3箇所において検出されており、比校的

深い掘り込みを有する。p1は、 1号拙立柱建物

跡の上附にある。長軸J41lcm、短軸90cmの楕円形

を呈する。床面からの深さは60cmである。P2

は、住居跡南東部に位骰する。長軸93cm、短軸

81cmであり、円形に近い形をとる。床而からの深

さは51cmである。P3は、住居跡北東部に位骰する。
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1号住届跡土M収明 16 Iが8色士 ローム位子多仕含む

l 』H 16 陪茶飴色上 ロームプロック、ローム位了•少畿令む
2 睛茶沿色J: ＂ーム符十．地上粒れ少籠含む．炭（ヒ物微雇含む， 17 &ff褐色I. ローム位子•、J>li、ロームプロソク多黛含む．
3 茶褐色L ローム位{・少以焼t泣｛・微械含む 18 II ローム拉子少量含む，

しtり、帖t1,ややあり． 19 茶褐色L ローム拉十多lil.ロームブロック少/,¥fr;む
1 必氾色J: いームプaック少It."ーム位十微れ含む． 20 茶沿色+ ローム位千．ロームプロック．坂rt>!子少量含む．
s aw茶褐色上 焔J:プロックが....焼K位f少l.t含む 21 tit褐色土 Uーム和子、焼士H子少査含む＿
6 茶褐色t 焼 t-プロック多炊含む．し去り、帖仕あり． 22 

＂ 
ローム粒＋、ロームプロソク少械含fr,

7 lJl伍Ill色上 いームプロック、粘J.:プロック、坦Lプロック少l,t 23 ,1r貨褐色十 Dームプロック少鍼含む」しまり,,.入
含む しまり．砧性あり 21 

＂ 
ローム泣子多羹含む．

8 茶褐色十 ロ ムプロックE糾 25 野褐色上 ロームプロック、ローム位孔焼1位7多は含t.J,
9 JI¥-浜褐色上 ロームプロック少量3む． 蹄

＂ 
ロームプロック．口• ムペ子多槍含む

10 :.i.1褐色上 ロームプロック，ローム紅.,.若T-1iむ 27 ,w貨閲色士 ロームプロック!./木，
II靖茶掲色十 ローム!1~1-. 煉十tv.-、炭化物拉子'"Ii含む しま 2fi 'I¥褐色上 ローム粒-f·•v贔含む、 L t1J. /Jiltややわり

り．粘れあり 29 暗貨褐色I- ロームプロック少R含む
12 ＂ ロームfH.焼上拉｛少rtt含む． 30 陪貨褐色士 ロームプロック多量含む

13暗政昆色ヤ aーム拉了．ロームプロック多Q.焼土t,'r.子、炭化 31 問茶褐色L ローム控十．焼 H立了少仕含む疇
物怜十少黛含む． 32 晴貨褐色ト ローム位f多量含む．

H 前荼褐色J. ローム位f多U含む． 33 隋茶褐色土 ロームプロック少駄含む
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第6図 1号住居跡遺物分布状況

1サ住届跡Ill上迫物観京及
:11号 Ill,. n仔 le:.) Ill嘉(,●9 II'.径 fro) 色・ 鎗成 ヽ L "I rr,r. ． 

＇ I 
＂ 

10. I C::.3} 置色 ＂疇 h夷， fl'tfflわ， ,:r:,+, r-~ 111 1tt iO "'- m±. 記鍼ぁ11

2 If tl0.M1 ll. 2) <!,Ill~ 良M J.(l、角閃,, (1,1か lllli'、,s.. 糟L

3 It (ti t-11 l.8 にぶい帽褐色 讐疇 (, 費.ll¥閲(o・チャ ト 711'). 胃L ,'!<IIに細●a瓢“

• 鰐： Ill 9) 'n 仄蠍懇t 彎嶋 r.~. 負!"3{,.懺..,, ：刃,,.ヽ Ill 

& 
＂ ·~· U 01 片事患e ●疇 /i刃、負閃(i,:i:r.. 慢的＂ , ... 膚I

6 It "よ3》 』1 鰭糧喝e 糟遍 石~-'.:IH. 嶋閃,. '""' IJr 内i印；；；i,111北隅茫？ l• 13. 7 I.I II色 囀.. ,;*,. ,, 閃ii.ll!i. 量i>U 10、Iii; 
ij ,. (12.』） ｀ふ 2• 膚罠色 員着 “曇、州閃.., ~""·· 置..,., 閾'1Clfi·~ 層七,.,..,讚會,r,.文
り

”’ 
I IL 2J ,,_, ・ •こふ1'1111!~ ●過 b侵角閃“ 14示10" 糟J;,内由 1t•1t1.疇て,. 鳳 tit!.!) ll.31 帽褐色 詈疇 (, 長．鵞,i.+e:r ,~.,,, か"

＂＇ 
II ． (1ft 0 f1't g_ 仄喝0 直● 6美し角閃,.. 鵞Iら 図.'j 10• .. .. Ill. ·~ (tl!!Jf 10.• a.• "'" 

町,,a F日 石賓， ,tr,.片'/: ....... ヽ示 11!1>1, ,, ・Uf  
13 項＂ (10.01 ,.. 

＂＂ 
!l.ltia F良 5妬．負閃石．攣酌"·,t</!!.t.• 閲.,.,' IJJ-.'・ 野？

＂ 双〇'
CI0.61 3.' (, .. , 町戌色 Ill! 石賽．鼠石.111, xヽ‘ 糟l. fl~l,l!I、 し野

＂ 
如 f iZ,9) (7.51 .'¥, 鴫e All も長員ふ 1:4 ,: I ;,'0"-1・ Ill:. J.lf•• 

＂ 
R邑内 1:1 ,. Iii.II “以色 ill! ..... 且.,Ill舅!ttf 因；，>2')"4 糧J..It鮎.,.,... ,t; 比全

＂ 心・
(l:!. 1) !;:.Z) 浸只掲色 l•R （、菱．チャト.r.ri、讚化""' 団ぶ16'"・ la 1・. fllj$ー・，＂ ． ふ”

18 綱患量 (19, 71 'I Kl 賃e 骨咄 "*、艮ヽ9 f4,r¥ 1'. II L•:ff 

” “ 
17; Ul,0 ’ーぷ，ヽ 仄帽色 警遁 6沢．角閃イ；．員9、...... r4ふTO• 1~.,. 

” ＂ 
0, •1 .. ,, 11!•1色 鬱,, 6品．鋼閃(、..,. ャ.....I • バそス t.(f I~':.,. 曙 I~UII I. と1ヽ3

21 聾 122.21 Cli ti IY.~/! ＜べ瀑: 石兵．角閃6."'"'多 L<iが）5•" •J. 
,2 賣 (:?0.3) ・,;.,i ... ;. ・.、次令e Rli もぷ、 ..:r1 負閃ヽ ≫ 長6 ぶが1&•· ,, tlJ: 

:, 費 ! :.OU. 8 t 、;.6) 灰橿色 膚4 “ふ．＂閃 .f,, ::11. 民;,,t¥il bll,"20''・ t4o< 

"' 費 U,.<l (6.0l ,: ~-·! 量島色 膚心 、,elf.... 閃t..鵞H 軍i'1"1 喝m3.''o 凶"'

2~ 聾 、ね11 ・i.u. ぷ噌II色 賣● <, 資．俯閃~-鍼,.,, OCa-li'. ●L 

26 賣 1ヽ7,I 嗜111---lli褐色 冒遍 ≪責.f'tr41,. 織•·"' ;i,.,.55•, "l 

3; 甕 ・:: (Iヽ』 .... IIJHI~ . ・轟 「長．負閃f,・チャ-• JH, . .,, .• 息，,M.. ,. 阿;,

C'S 把F .,, 褐色 會』 量m< 頑h 鴫上

c'll 匹 6 畏さ10.8 鍼•n ”さ,. 量5お1真 も1i. II; 鯛買"'" """・ 図ィヽ,. llll匂わ 員~ 13_3 1,16.6 ”さtJ 嵐さ17臼 6貫 • 'lt~t'/.1 lM" (4,j< 

JI “物b 員さ,::.s 蝙 5 ,,さI.I 恥さI腑 ,, ..'fictll i~ 100ヽ "'"' 3: “物《• 員さIIn 輻ふ2 ff~.J I ·~~30Jc t、II・帆重Hirn Kが， 因..・

ぶ lilt!JI, 長さII,& .,.t "・'2.6 棗さI訳.. 6買.in:11『↓片tl , ..... 4.,, 
＂ 
“駒ii ftJ II T 暴..., "l!Jt.9 竃;"j:3,ll● 6直 -r,1M・.J ... , !'I・t
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戸言7, ~ ミニり2 疇言□ジ3

~~ 翠―

可亨て

ー ニ~ ~ — 

三 "
塁匁

ウ
，

:;?) 
II 

~ . ¥ 
> \

三 17 乙:' ~ 
18 
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第9図 1号住居跡出土遺物 (3) ゜
I~ 

2 月•住居跡出上泣物観察表(I)

”り 包帽 lllH,ol O裏(.-.} 霰IH,o> 色躙 嶋 I.I. 舶 ~ 1!!11謝 鑽 'I 

J If (II 0) !l.3 帽褐色 ●鴫 Ii炭．角閃石．瓢Ii.葦f<lt “”・ II.I: 

~ . If Ul.8) tl.6) にぷい1C1氾e 膏遍 ＂憂．角閃 T,.嶽"""' 膚かお’ヽ 層l:

3 ,,. l~.8 J,0 剛円褐色 書論 チヤート．，，閃Ii.戴砂tt 硲 1-l'I' , If (』3.が 5.0 彎I帽色． •疇 石屎,llll'!li. 長r,,,, 紗鯰 -膚J• 牙 m.•l .. 7 剛噸褐色 ●過 石昇．角閃凡，,,<, ... lit 心 111:;. 

6 ~' CH.~) (3. 7) ● Ill! 色
,.. 

石曇．負閃fi.富11.,am, t示12可， IIJ・

' 
11, ,, ... , (!'i. !IJ 町;,.me. It .. {, 長．角11'1(,.績化”穴．織""n ~"'2,s 

,, .. ・ドAc,,,,.rt1111a•,;1;•x. 膚I~

，，＂ 

8 曇 (i..7) 《2.1> 償Illも 骨過 む賽，角閃6 14平,,ゞ 層L・， 刃息ジ 00. 9) (3.61 lll•J 111/J:@. 負9』 石憂.lt6. 1n1 1'1,-:!6•; l~·J:. ;_野

10 須界汗 <16. ,I 《3.81 哄!<:-b,褐a 'Fil 石夷．員6,"I色Ill..約れ 1'1,,16'<. 層1・

ll •1(虫 (17. 8) .. (16 2) ”訳-ti<島色 f./l I, 笑．畏I,.1;1:/. lll~N・＊色IJ.'1'10 1''/(. 
凶小.t,:a, 羅切’’鎗.,,..r・itら羹ヤズ
').''"、 亨戴

12 頑患“ (15,S) 11 (II 8) 疇以色 ●轟 ’’英．艮ヽ ,.Itri ＂へ'
凶ai,le、綸息w,ヽ．轟笠 内厩藁,~庫
1,111さ痕 . JI 

19 双曇？ ~2 ... , ,a. n 噌灰色 n釘 長-l.'IIB!t 'fil)ふ~0% 1'L ,.1, 

II 双榊這 (l/.O) c,.n 民~'渇色 (ti b美.., ャー~. Kl" 内ネI&" Iii-.、.JI-
IS 可也轟 Jll!J%. I u.qo. 11 灰,.¥.鴫色 ●心 鼻咋,, 績n II土．＂化 n
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長軸90cm、短軸84cmであり、平面形はイ＜整形を

旦十る床而からの深さぱ51cmである。周溝は、

隈際を一周しており 、床面から 5-IOcm程掘り込

まれている。北束コーナー付近には、長軸114cm、

短軸84cmほどの長方形の掘り込みが確認された。

この他、周溝付近に小ピットが複故箇所検出され

ている。このうちP6は、吸七上府から掘り込t
れていた。

迫物は、 ヒ師器須恵器、距石、編み物石等が

出士している。床面壁際にやや浮いた状態で、こ

れらの辿物が検山されていることが特徴的である

（第6図） これらは、住屈跡壁際の立ち上がり

周囲が、棚的な施設として利用されていたことを

示唆するものであろうか。

[ 2号竪穴住居跡l
A区西端に位骰する。実際には、5軒の軍複よ

りなっており、年代順に2A、2B、2C、2D、2

E号住居跡と呼称する。

2A号住居跡は、南束コーナー付近のみが検出

されている。現存する競は、東聴で174cm、南賠で

60cmである。辿物等ぱ出士していない。投土卜屈

付近からヒット状の悦乱が 2箇所検出されており

床面まで述している。確認面から床面までの深さ

は15cmである。

2B号竪穴住居跡は、北西コーナー付近のみが

検出されている。現存する墜は、北墜で78cm、山

壁で48cm程である。確認面から床面までの深さ

は、 36cm程である。

2C号竪穴住居跡は、住居跡の西及び南陪が濶

布区域外に延びており、 2B、2D、2E号/:t:居跡
に切られている。カマドは検山されていない。fl:

居跡の規模は、南及び束壁より判断すると長軸

4. 68m (現イ千長）、短軸1.08mである。平面形は、

隅丸長）j形を呈すると衿えられる。確認而から床

面までの深さは約40cmである。主軸方位は、 N-

45•-wである。 屯複する 5 軒の住居跡の中では

最大規模を有する。

2D号住居跡は、東半を 2F, 号住屈跡に成され

ており、南西コーナー付近ば、調在区域外に延び

ている。カマドは、西既にYi/£しているが、半分
は潤杏区域外となっている.tll岨跡の全体像は不
明であるが、北墜で2.28m、也墜でL74m程が残

存している。主軸}j位はN-50'-Wであり 、zc
サ住居跡に近似している。周泄は、北東コーナー

付近で晩立ち上がりから 5--15cm程離れて検出

されているが、全固はしていないやピットは1価

所検出されている

カマドは、大部分が調査区域外に延びており全

容は不明である。袖部は、粘 Kが用いられてい

る 焚n部幅は57cmである。燃焼部は、 45cm程が
残存している

2E号即＆跡は、爪梃十る 5軒の住店跡では最

新のものであり、全容が判明した。住居跡の規模

は長軸4.38m、短柚'1.32mであり、平面形はやや

歪んだ台形である t軸方位はN 51°-Eであ
る。確認面から床面までの深さは40cm程である。

住居跡には、 3箇所に撹乱が認められた（撹乱1-

3)。周溝は北墜を除き全周し床面から 5cm程掘

り込まれている 住穴は明確ではないが、床而に

4箇所、周溝内に3箇所のピットが存在してい

る。この他に住屈南西付近に長軸78cm、短軸82

叫、床面に浅い掘り込みが検Wされている。

カマドは、北墜を90cm掘り込み構築されてい

る。袖部は、粘 l'.が用いられている。焚II部は蝠
45cmであり、前庭部付近からやや伐い掘り込みが

ある。

燃焼部は、長さ96cmが検出されている。前庭部

付近の掘り込みから煙道部までの長さは141CJJI程

である。

迎物ぱ、 2D、ZEサ作居跡を中心に出 l:した。

l:師器 ・須恵器のほか土製支脚、編み物石、砥石
節がある。2(J、ZEサ住居跡の辿物を比るll艮り、

直物の年代輻は泌められず、短期間での訳複と見

るべきであろう

- 14一
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第10図 2号住居跡実測図

2サH:居跡I渇説明
I i<J:. 
2 荼Ill色ヒ ローム位＋、 ロームプロックを多釦こ含む• Li: り、

!&柁なし
3 I的茶褐色土 Uーム位干多店含む 炭化枷f/!1・ほ儀含む．しまり、

粘性なし
•I Jlf茶褐色十 ローム泣 f少比焼 J.t~f-微鼠含む• L J; り、帖ヤL

なし．
5 flt迅色ト ローム拉＋、位L柁十微鷹パミス,i,貨含む,Lt 

りあり．砧性なし
G l(f浜褐色上 ロームプロック多炊含む しi:I),帖竹なし，
？＂茶昆色ヤ ローム拉--I•少鼠含む． し E り亀粘ti'なし ．
8 I、 ローム位1•多 !l. パミス少鍼，虹柁十少伝、炭化

物tケ子微知む しとり、帖忙なし
9 ,, ローム粒十多駄、パミス少lit.ti¥. l:t~ 子徴最含む心
10 1/t茶也色t: ローム拉［多1,1;,焼且H.炭叫血＋徴童含む“

しより、 tJ,tlなし
11 1¥lll!(!lt- ローム柁.,,少ほ、 ~J_符十微駄含む， しtり、枯

11:t~L 

12 Ill伍粕色rロームt!I.子、ロームプロ•，ク多駐．焼l:t~f徴皇含
ti. し，より．帖!'I.Itし

13 灰褐色t- l'.J色帖十+.f-1-,娩 L柁＋位量含む
II 黒白色I 粘,-プロッ9少hし,Iた日/!.f伝a令む．しま凡祐

忙あり．
16 IJf灰応色ト ローム拉十多量．泣tt・,t十、ほ化物trr-f・微量、,~七

プロック少蟻含む しまりあり．やや枯性あり．

16 I火褐色J ロームtH、伐化物”干微騒含む• L¥l. り、帖性あ
り．

17 咽茶褐€! f- ロームプロ ック少r~. 以化杓IH微1:..焼 LIH少
量む．しEり．術!.あり

18 赤褐色十 ローム泣i-'V塁、 ti,tゾU ソク多附絨j:悦千多/,t
含む.L :tり．帖代がJ,

19 !¥¥褐色上 枯上プロ ック．炊七位た炭化物≫T多ほ含む.L 
Lり．枯仕あり．

20問茶渇色I:ローム位了濯凩埓lcl/!f-'J>lil.,バミス微駄含む
炭化物位千多量含む，L主"・ 帖竹なし。

21 研褐色ト ローム泣I'・・パミス内駄含む，しより.ti, ヤtなし．
Z2 ffl茶Ill色十 ロームrari峡駄含む'L"t.り,I針性なし
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゜第11図 2号住居跡遺物分布状況

2号（主届跡出t遺物観黙女(2)
呂り if !Ii flffi(口） 冨,!(no) 訳!J(,.) 色渭 鰻成 駈 t ,.,, ~ ． ~ 
lb 費轟 ＂り.s~ ね.o~ “次色 Bi,11 石天、艮石.lt<1 ~-,,1 ..... 帽士
ll 肴患● U: . .!l Cl 71 鴫"-~ J'.ltf {, 灸．員"・lt¥1 l4紐％ llf 
18 置 ""・' 

,,.. 次噸応色 暑心 ?, 贄．角l'Cl6.:IA・パ'"'・ 懺&ii 閃示仰％ hi¼ 仕!JVド[R,p

＂ 塁 110.~· I & 曙＊～環褐色 暑. 七畏、負閃I,,,,ミ9 員,. ぼがrn、Ill 
” ” 

•21.•1 ≪S.61 IJ鳩色 書疇 {1美、角閃f-.,, ミ ！匂ふ,u,,. t~ ・f•
21 聾 は,.. ,, !• ., にぶい噌闇色 暑~ b―憂．＊石 働閃わ,.. ミx,懺的I/! 内,,,10,;. l41' 
“ 
甕 1:11.;1 ,,; 0) にぷいm褐巳 ｀嶋 ,. 最.n, 閃,.. ,<~'·· 長r..庫むt', 1,i,,-,J~ll, DサILカ，，ド

” 
賽 血"' 〇 .OJ ＂鴫色 It織 k貴角閃Ii. 9ヽミ｀．量0は ~.,, .. ,. 閃示
"' 塁 し22.'1 dU' 鴫午患a

＂ 
6晨.,,iス角閃ふチャート....,. UボJO% lllr 

!!-S 置 q,61 灰●,l911¥!!, 働疇 r, 長、鋼閲（，．パ{A. 瓢Oil ''"ふり＇、 閲示

如 饗 （江"' U9.0B ~l!li&色 贅., 6苓負閃も艮"・ 微~"'- -·~' f"l,,10~ IIIJ: 

” 
璽 ,~6) 3ヽ-Bt 釈”咆e !Id ヽ•美、＂閃,,.,.t~.M化歎 9ヽ,. "'" 趾i'I°'-薗；；．

28 費 (21 7J 
"'・ hヽ , .. i雙e 讐』 Ii長．員閃<l.~l'l 口ポ;i!,'S, ”；；； ... 置 C2.3l (Ul 1·-~ い鴫患色 n,; ff~、 i'il!IIG, 員も・ r,'"'°"' bl, 代

3(¥ 交 c.a) 仄鳳｀櫓褐色 曹d ‘’し、釘閃,.. ヤャ ,_ :JIil t< r.1,•. 111ふ
31 賽 《,•.• • にぶい次閉色 讐● 石甚．髯閃,.、パミス 口.,.,.,.. 11.1; 
J:! 上大瓢 直lf(9,61 "'・" 鴫釈,¥.褐色

＂ 
l1¥t. flJ閃l1雫千,y·I•. ,-c!:i1. M,t~ 凶ぷ'-1~.. 鴫j

凶 11'1! 費 ＊色 •• /iii、長ti.JI~, 蹟片 ll.J:. ,elf 
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2D州t/1;跡カマド上附品明
I 灰褐色七 灰褐色枯ill+ 焼士位子微尺含む Lまり．枯性，，，り．
2 Ii~ 謙逸上 ロームプロック少l,t、統Hll.+少廠、炭化物I~子徴駄含む，

しまりあり．帖什ややあり
:j 令＜褐色十 焼j・紐r-.帖上／ロック多lit.u-.I. 拉T少填含む，しより

あり帖忙ややあり
~ '叫暉L 枯l.プロック、焼日口．以化物9切・(多量含む．しい）亀帖

性ともややあり

5 灰氾色上 灰褐色帖+i'体
6 • • 

゜
Im 

第12図 20号住居跡カマド実測図

＼
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2じ号什屈跡カマド上屈汲明
I ,t茶応色十 ロームw:f・,J直．娩
M奸微黛含む しt,, . 枯代や
やあり．
2 • 『茶褐色七 ロームW十多量．炭
化物杓＋、焼十"'干微北含む し

”、帖忙あり
灰褐色I: ローム位f少量、焼J:
粒.,,微量含む． し ，:t•J. 帖由がリ．
4 明灰い色上 ロー1ぶ廿微翫、焼

士PT多.R:>.-t,.
5 .~ 褐色J..屯日t子．炊化窃紅r-

多r~~む
6 !JI褐色I: IJ!tヒ物拉了．．娩J..r~+
多駄.., ームR子微駄↑む
7 黄褐色上 ローム粒＋多量含む
8 灰柑色士 ローム位...lil化物＂
・r少量、屯上R子名艤含む しま
り、帖性あり

9 灰褐色上 口·-ム泣 ·r-~r«、燦上
拉＋、炭化物符千多駄含む。
10 明茶粕色J.. ロームトヤ子、炊士泣
千少曇含む．
JI Ill褐色上 ロームプロ ック少ft.
焼 I:プロック．枯上プロック多蘊
含むしまり、枯性あり

゜
Im 

第13図 2E号住居跡カマ ド実測図
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こ可鳳二~ ~ 三二J,
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亨 7ージ
8
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□ニコ"
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一毛蚕賣

密．＇ヤゃ
ボ汎か

~ しる、13
岱
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ご二—~—~ 16 ~ 17 

第14図 2号住居跡出土遺物 (1) ゜I. 一• • —' I 
ipcm 
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第15図 2号住居跡出土遺物 (2)

゜
10cm 
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26 

~ ニ〔
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心。

第16図 2号住居跡出土遺物 (3)
0 10cm 
l..:..:....:.-一·一． • 一 9—~~ .l
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。」-37 

゜
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ー ー―, 38 39 

~ ,, ---・ 
40 こ

41 ゜43 
゜

5cm 

第17図 2号住居跡出土遺物 (4)

45 

゜
16 

゜
10cm 

2 月•住居跡出土迫物観察表(3)
曇衿 ”隋 口ffC.,..1 ll'IA!iCtol O¥lt(ぐ●l 色● 邊ふ Ill ~ 111,, 皐 ． 算
＂ 
雌費 膚灰C Att 石疾..I! 石,11111 鍍J; ＂上外瓢•'lt叩·'·'勺直骨膚紺 k『

36 .Jl'!! 費 暉汰色 やや急 瞑．員{,,.., 色9、 鑢Ir !Ii、外iii引,,r:~,安11'、内面-Ir.向
,WI 四聾 鼻）灰e !¥If ふ長，員も、,,.n 鐵Jt 鴫土，外由'Hr叩~, Vtii,1囀最．心

” 
蛉状飲'711. r.~ 』0.3 鍼0.9 1さ0.6 鑑さ,~. と• 鱈" "I ' 織い州綽I~. JJか

:is J』( 且.;1., 繕09 1'1$0.3 さヽ1.,, 鹸1; 図,,,、墓“

：＂ /II蠣6 ,111贔(4.2) 粗さJ:).51 1,fl. 角閃安,111: N~. 曇t.紐附で烹濱わり

10 6賢ぶ' 員さ.., 蝠... 重さ19•• 6賃・漕6 印叫
曙土.1'由騎，，L.<びれ1'01ろ．蝙“に
円鱒状の編"'6み h り .Iり編！•引

II 民停 艮さ4.1 幅I.I ”さ2.0 隕さ3.3,11 II.fl度・麟 蔽1; "t  
l!' 

霰`
員さH 蝠1《I '1-H・I 直さl(,1. Ii. 賓・量 wilt 層十、鉄はか

IJ n櫨 員さ2.. 嶋ヽz.J ”さLo 遺さ160, 磁曇度・・ 蠣汀 II上．鯰R り•
11 鐙6 長さ7.0 幅I.I 厚さu 亀さ I直．＂• t, 賞・“灰む 80'ヽ

＂＂ 

” 
1111'<, 艮~11• 鴫&.I ”さ3.7 竃さ103.0. b買・ホんンプュルス l(ll)・', ● ［かK

lb 屯 6 ”さ12.I 蝙u ，，さ..~ 竃 ~!Cl:!... {iff·~ 晶Xil ,oo,. l!l'.i' 
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(3昇住居跡］

BIK中央部に位似する。（ヤ居跡の規校は艮軸

2. 82m、短軸1.98mを測る。カマドは検出されな

かった。

平而形は長方形を呈する。主軸）j位はN-25°

-Eである。確認面から床而までの掘り込みは

6cm程を測る。

迫物は床面直上からロクロ上師器、須ぶ器、羽

釜が出士している 住居跡南東コーナ一部及び住

k1f跡西墜よりに迫物の集中が認められた。

/' 

a>. 

52. 40111三~~

e
 

0~ 

・l
g
 

3111主店跡土k<I改明
I Jll'褐色七 IJ -ム代1少駄.ill!I位 T微屑介む．しより.fl!; 性なし．
2野荼褐色.L.,_JヽII"十少紘含むJ しEり．枯りなし
3 Jlf苓氾色J.: I刷：こ近似する．色嗣やや＂．
I N ロームプロック石干含む．
5没褐色 K ロームプロック t体ししtり.I/; 性なし
6淡荼褐色上 しより．帖性なし．撹乱層

．
 

-‘
 

’’ 

。
1m 

第18図 3号住居跡実測図

ti尋
戸

てココ

¥:-J / 

← 
第19図 3号住居跡遺物分布状況
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[4サ住居跡l
B区西端に位閥する。住居跡の大部分が調査区

域外となっているため、迫梢の全体｛象は不明であ

るが、カマド及び住居跡北東部が検山されてい

る。

A区5サ住居跡との位骰関係によ り、両者は狙

複関係にあると考えられるが新旧関係は不明であ

る。

住居跡は、北墜で2.40m (カマド部分含む）、東

陪で1.08mが検出された。住居跡の主軸方位はN

-40°-wである。住居跡上附より撹乱が4箇所

検出されており 、迫栴の残存状況は悪い

3号住居跡HI上遣物殴寮及
$lt 鱒債 ロfl!,●l 鰺鼻(,●9 irtftcヽ●》 と翼 "*•& 
l 

＂ 
110. 3) J.J 

(t "' !>Iii>島色
~.... , ... 

2 
＂ 

10., u I.~ 膚渇色 欝4

" ＂ ('LTI 3.1 ,., 贔陽-1"''11e ~• 
" .tin疇 tl3. 7J ('-Bl ·~ 糟嶋e ＂さ

s Jt Cl, 11 U HI ぶ鴫＆ 11•1 
8 鼻古嗜 (2.~> ”褐色 ＂過

7 ,, ヽH甕 ＂ふ Ill (5.6)> 灰,;.嶋色 ＇疇

M 羽基 (Z, 81 IH•l 讀ボ1tl色 そ， ＃釜 h蕊.OJ f 13. t:ll にふい灰樽色 貴遍

10 羽箪 は0.3) (1::. 0} rふ¥,.Nie. f,I 
II ＃蓋 (Z3.3) 《11.8) 疇ぶIIIC!:. 暑過

-1号住居跡出ll.t物観察及
Sサ "* rヽ altlcol 笞Ill!<●I asm-1 e● 彎~，

I Jf IJ.8 3 :I 虐Ill(¥ 鑽4

~ ~ t 1-f ;t) (2.5) ,, , 0) 11.l~ 喝e 冒疇

3 Ii"• <11,9) 13,21 Ill Sl Ill色 .... 
4 Jf ＂ふ●） N,ll 剛9鴫色 讐4

• t, (J6,8) (:,. り1 (10. fl} 檀'II!!. 良軒

• ’’~ 膚 n n•, 
1 1t也 "' l. ● 9 ~i.e. R奸

8 氾 If le I ... 8.6 砿 e 良Oi· • 更●， 訂心！・ o::. 0 !3.ol 10.0l 町仄色 jlli 

10 伍心9 u:1., o> 1:t.:i 町Hit! 青過

II JQ>f!Jf H~. ↓ 1 3.2 17,61 町I(~ Qtl 

12 JI崖鳥＂付 If Ul!. 51 ID ., 3) Ill≫-ヽ 門次色 RPI 

ll 項患鼻台｀ 1$.1 6' 8.5 侵 e ベベ·•

＂ 
匁点七墳 (16. 釘 Co.SI 灰色 Qlf 

＂ 
頁色鍮 15.3 JS 汝I<色 .... 

l6 箪烹轟 ll!.3 I.I 191&-FJ,i島色 ヤや●

＂ ＂ 
(2:1.lll <••-•1 にふ＼ヽ ff/鴫e ~., 

＂ 
lrH費 l~l\l ~n rぶい噸褐色

”“ 
19 項 l>ffllll. It~ ＂灰色 aヽj

20 Aむn面讀
“”  

04¥, flt Ii((! 色 ヤや患

確品而から床而までの深さは10cm程である。J剖溝
は、カマド付近を除き全周している。周溝の深さ

は約12cmである。ヒットは住居跡束半部において

2箇所検出されている。床面から底面までの深さ

は近似している。カマドは壁を削り出し溝築され

ている。カマドの平分は濁杏区域外となっており

全体像は不明であるが、焚n部幅60cm、燃焼部現
存長33cmを測る。

住J凸跡床面直I::からば、土師器 ・須恵器が多杖

に山 I:している。

鸞’ I ll(f'f, 鑽 彎

f,11 ,,_.,__I・, 11)1¥'l{;, 長"・lil'I
むや，
14,,, a~u I嶋鵡．即し彙切り未●

（蜻い） 鴨

h賽.....ート.t'll'IJ<,. 織會；＂ 70'" 
l~i<、 P?U ヒ鱗む. ~.\,.1\1が11'虞

• 
’’夷、＂閃{,, (l,IQ/ 印‘ヽ

＂土．口 ?ul.紬IS.IL転ふ切り上讀
囀

も曇、 11111.11111-r fl!,,,,~·, .4'1'. : , u t:. 帥日
1;4"., :;1-1. 鶴砂’’ I¼,~' 噌J..内薗れりi状ャ螺重疇t.Wit順

6賽、尺し r,:,: ぶr でネ．内,r,;•11'\~Jt. I'! 11-1-

b曇、員b 鑽＂＂ '.< ,, 加 遭

6柔. j-ヤ-.. •tta ..... 鮫 :_11 Ji 10" lふ示. L• 賞J,1. :n,aクロ

6憂、·• ャ—卜、角閃ヽ•、彙.... ~-Jべか·,_ lll••、立貫 J:IJ, itn•n 
6賓、 トャー~-負閃 r., l¥',J, 讀胃 “手15' [4•1>. L鰤賓L冨、舟aクロ
＂苓` 昼 fi.曇豹泣．片t Mネ2()• . ＂心 I細冒t・D、itP>U

鯰 上 'l(ヽ9 編I ~ 

，，ふ、 'll'l<>・層WI! ~~ ... f.ll,, 
’’恐.:rr4. 債化t~. q―1'R I' 瓢.;15'1 霞J•• ,'iliiPl射状彎文.-'I絨
6賞．，，，閃ii.':llll.111化 lll l!I和.,渇心・勺Ill欣射,,,.ぇ．鯛鑢
6養．角閃も＇・''! ~ R示IA'!i 噸K

h豪．鋼閃l,.―和ャーI 戴~"1 .. ,..,;;;•. “ポ. ,~111r,t1, ・....i: 
戴砂,,.n色I!,ll!JSll llfll 囀L"l"'噂と噌:t.(l・,e;, 

""・ 長r,.囀鳩骨,, 'JO"> !>l,f<, K/lll"lli: り（・）島n.IW比

員/,.'II色'・! 切ル ~~., ・土鱚舅J冑ケヽリ 訂罵II'

fj餐．＂ゎ膚鯛骨 fl 閃；；；,&, 糧ナ ・Wlt<e
,, 羨托"・,to綿ttfl 閲，＂＂^． If f. 囀比,;•

f纂.lt6. Itri.'l',l'!IO ,o ... 示`.'"讐："1fi. ゃ~,,, ~ 躙II!.-~llf 
(,I¥, 長<,..  鱒骨ti ,. 叫 JOI ... 囀比:,

(i'I(. 長(i, ·~ 色n.a~N 峰％ ;;l,l', ._.,, 

石長.A石，“織青釘 図.,,.,:,t;;.. !flt. 令
e,憂．託<,.I; む．●.. l'I' 税 ヽボ-U' 

"*・llふ.'"I!霞 ＂゚` 遭... 心‘’

,, 長. Fi閃~.・チャ ~-戴いn Hボ加"・ A示
r.11. 長r.•• ,.,._卜．雪IJ.識紗.. 因-~如 万そ

....、長ゎ• ~I色It 閃ネ,s.. llt. ,4f比企・I
r,4、艮,.. 雪伯.~, 色II 図,j,7'1, 層t.1 .. ff 
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第20図 3号住居跡出土遺物
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第21図 4号住居跡及びカマド実測図

4号1ヤ居跡及びカマド上屈説明
I P. 士
2灰約色L ローム柁+.焼土位1少馳含む 帖tプUック多t合む．
3'酎茶褐色＋ ローム位了微最、燎t拉T-.炭化物N子,帖.J:プロック少量含む』しまり．帖性なし。
I -#褐色十 ロームt~孔灰化物代十微鼠、蜆J:位卜多a含む• しまり．粘l'tあ'J
5暗苓褐色J.: ロームtH.帖上ブロック少蜻含む しtり.I占代なL.撹凡

c:L~ 

~ 

~ 
f示、

第22図 4号住居跡遺物分布状況
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ぷ
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,: ザ:こしを恥‘汰翌＼
ふ・，． 汎謹J<:,.l
~ . ー•ぶヽ,, .,. 心... I•’• , r← • ・-'. >・,,,,. =~、. '
·..:c<ヽ •
ぷ9 妙 f,、'.. '. ,,,, fヽ{,ヽな：‘塁名/'ヽ.'名~ . ... ;, 

こ~I
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第23図 4号住居跡出土遺物 (1)

-26-

釘，，'," • ., "";.,,,_ " 

□ニノ

亨三しーノ。

_,_ 

＝ 13 



二
18 

r•
•
1
,
J

ぶ
、

．し'‘、

L
 ―-_、

-

(

-
-―― 
ニ
―

—_— 
―― E

こ
—_ こ9

」-ー、|
 
）三

19 

第24図 4号住居跡出土遺物 (2) ゜

20 

10cm 

[5号住居跡］

A区両端に位置する。住居跡の人・部分が濶査区

域外となっているため、迫構の全体像は不明であ

るが、カマド及び（和居跡北西部が検出されてい

る。

B区4号住居跡との位岡関係により、 1山i者は狙
複関係にあると考えられるが新IU関係は不明であ

る。

また、5号住居跡の床面を切り込み68-仕居跡
が構築されている。

住居跡は、北岐のみ5.58m (カマド部分含む）

が検出された。住む跡の上軸方位はN-34'-W

前後と推定される。住居跡上灼より撹乱が2箇所

検出されており、迫構の残仔状況は悪い。周溝

は、カマド付近、撹乱部を除き咄際に検出された。

確認面から床面までの深さは30cm前後である。

ヒットは周i悔内に2箇所程検山されているが、主

柱穴等は不明である

カマド東側は調究区域外となっており全体i象ぱ
不明である。カマド西袖周辺は粘土により構築さ

れている。焚口部幅60cm、燃焼部現存長96cmを測

るU 燃焼部の立ち上がり！ま緩やかである。追物

は、カマド内部、北壁際、5r,作居跡との祖複部付
近にまとまって出上している。

(6号住居跡l
住居跡北撻が84cm程検出されている。5り住店

跡のOO上を切り込み溝築されていることが判明し

た。

確認而から床面までの深さは12cmである。追物

笠は検出されなかった．

壽
))

r
y
 

第25図 5号住居跡遺物分布状況
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_.f 5 サ •6雌匹 l:ki.tりl

~ I ~ :! 褐色J:

~ 亘言量冒言；；；；；~
i "'必Ill色L
8 荼沿色 L
, ＂褐色ト

A 

62. 40m 

o
l
 

_, __  ! 加
J

10 11 

ll 灰閲色上
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[ 1号掘立柱建物跡】

A区北端に位骰する。柱グくはPJ--P-1までが

確認されている。上軸方位はN-40°-Eである。

plが、 1号住居跡の床面下から検出されている

ことから ］号住届跡より占いことが確認されてい

る。いずれの柱穴にも片痕が明瞭に確認できた

斗而形は、I-'1は略桁円形、 p2--...p4は不救形

となっている・建物跡の大部分は調査区城外と

なっていることから規模は不明であるが、柱fl1J寸

法は2.40m等間である。追物は、柱穴内から須恵

器 ・士師器破片が検出されている。

[ 2号掘立仕建物跡］

A区東端に位骰する。£軸方位はN-15°-W

となる。柱穴はr1--r4までが確認されてい
る。いずれのヒットともに 1号掘守．柱建物に比校

し、小型である.1サ住居跡と市複関係を有して

おり、 1 号住居跡覆七• 床面では、本建物跡の痕

跡は認められなかったことから本迫構の方が先行

するとぢえられる。

柱r.n寸法はP1 -P 3までば、 1.95m等11.~ 、 P

3-., p-! はl.50mである。追物等は検出されな

かった。

[ 3サ掘立柱建物跡］

A区西端に位骰ナる。柱穴ばp1、P2が確認

されている。注間寸法はI.50rnである。中軸方位

ほN-22°-W程であろう。

大部分が調布区城外となっているため全体｛象ぱ

不明であるが、ここでほ掘立柱建物跡として報告

しておく。
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w 考察
北武蔵型暗文坪の法量分化と変遷～熊野遺跡理解のために

1)はじめに

埼玉県北部地域、特に榛澤 • 幡羅郡城とその周

辺地域には、 7IU: 紀後半段階に内而に暗文を有す

る極めて特色ある土器群が成立する。これらの七

器群についてば、既にいくつかの論考がある。

これらの見解の一致するところとして、北武蔵

型暗文坪は、畿内産土師器杯の影愕を受けて成寸L

すること、従来在地では確認できなかった法依分

化が見られることがあげられる。

一方、熊野迫跡は、既にいくつかの検討を行っ

たように初期評家としての性格を有していると考

えているわけであるが（烏羽2004他）、 7 世紀後-~

段階における土器の出土祉は、東国全体を見渡し

ても盟窟な部類にはいる。

当迫跡における十器の様相を検討することは、

律令体制成立期における在地社会の様相を明らか

にすることにも繋がるものであろう。熊野迫跡で

は、北武蔵型暗文杯の出士杖は豊富であり、さら

に、その様相を知る I::で極めて屯要な報告例が相

次ぐ状況となっている，

そこで、木秘では北武蔵型暗文坪の法址分化と

変遷について、若干の検討を行い熊野追跡の性格

を考えるヒでの一助とすることを目的としたい。

2)基準資料の概要

①熊野迫跡131次潤究 1号住居跡出上上器 （島

羽 • 竹野谷2001)

熊野迫跡成立期を燐的に示す追物群である。

在地函土師器、畿内産土師器、未野韮須恵器、湖

西産等の他地域からの和人須恵器から構成され

る。

畿内産上師器は、坪C、nn、鉢Aが111ヒしてい
る。 .J;f(Cの径1凶指数は34であり 、飛岱u期後半の
ものに近い。伴出する鉢Aも飛島水落遺跡（西口

他1995)出士のものに近似することから全体的に

飛烏n期後'I"段階のものが搬入された状況が確認
された。飛島水落遺跡は、 660年、中大兄~+が

造った漏刻の追跡であり、その機能した年代は、

近江遷都の667年か、大津宮で油刻が造られた671.

年頃であるとすることから、下限の年代をとって

も7世紀第31/.Y半期後半を中心とする年代が考え

られる。

また、須恵器坪については、末野産須恵器坪C

が主体となる。坪Gの口径はs.o-9. 5であり、や

はり飛烏水落迫跡のそれに近いことから、前述の

畿内産七師器の年代穀と幣合するものであろう。

法比では、最小のものが17径8.6cm、器屈3.0cm

である。最大のものは口径17.8cm、器iHi7.4cmと

なる。器形ば、体部が半球形のものが主（本となる。

また、本段階から北武蔵型暗文坪の器形を竹し

ながらも、暗文が施されない土器が定fJ;存在する

ことが確認された 径病指数も、本段階の暗文坪

のものに近い。これらの浚料は、従来明確ではな

かったが、宮田和夫氏の検討により往目されるに

歪る (1芯田2002)。

ここでは、北武蔵型暗文杯最占の段階から存在

するという点を確認しておく。

②熊野迫跡108次調ft1号住居跡出土土器

（宮本 ・竹野谷2007)

在地産土師器 ・ 末野産須俎器 • 他地域からの搬

入須恵器からなる

北武蔵型暗文外ぱ、熊野追跡131次調究出土液

科に比較し、小型品 (I-Ill)が欠落しており 、

逆に大型品が追加された(X)。また、半球形 (131

次）→扁平化 (108次）の形態の変化が顕，杵とな

る。坪lV-Xまでの代表的な士器の径ぶ指数は、

平均すると31前後であり、 131次段階に比較し、扁

平化が進行したことが、..:(/)点からも窺える。ま

た、前段階に比較し、断面がやや印めとなり、頂

飛観が刑す煩刷を有す。

③熊野迫跡A区2号特殊土坑（富田2002}

(E地産上師器 ．畿内産 t;師器 ・末野産須恵器 ・

他地域からの搬入須恵器からなる．

畿内産上師器ぱ坪Aであり、 ・Y城 Iのものとさ
れるので、 7世紀A<:-8泄紀初ii月の年代がひとつ

の目安となる。

北武蔵型暗又杯は、 108次調杏出七安料よりさ

らに扁平化の傾向が強まることがあげられる。径

11':i指数は、 29前後となる。また、本追構では、底

部が平底となる暗文坪の出現が認められることか

ら、より新しい段階への移行を示す七器群も含ま

れていると考えられる。

①熊野迫跡114次濶杏出 Lの暗文坪について

114次調査出土のJI音文坪については、前述の各
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迫摺に比較し非常に少ない。図化可能なものをあ

げると 1号住居跡1点、2号住居跡1点、 4号住

居跡4点、5号住居跡1点である。これらのあり方

から先述した基準となる追構とは性格等も異なる

ものと考えられる。熊野迫跡内での出 l:fil:の迩が

どのような意味を有するのかは、現状では明確な

答えは出ていない。この点を検討することは、今

後の人きな課起であると思われる。

また、 1号、 2号住居跡の暗文坪は、 108次段階、

4、5号住居跡の暗文坪は、A区2号特殊上坑で

微駄に検出された平底傾向の土器が、さらに大き

く変化したものであろう。A区2号特殊七坑以降

の暗文坪の平底化という大きな変化は、既に指摘

されているが（富田2002)であるが、 8世紀代中

頃～後半にかけて在地社会を考える上で、今後甫

要な問題となるであろう。

3)北武蔵型暗文坪の特徴

以上、各住居跡の北武滋型P『文坪を中心に記述

を行った。これらの仕居跡の年代観について見る

と、131次調杏 L号住居跡は、1訂田氏の 1期古相に

相当する。

108次調査区についてば暗文坪の様相からす

れば、明らかに1:-il次調査より後出的であり、 A区

2号特殊上坑より古相を示す。ただし（半山する須

息器類を見るとA区2号特殊土坑と大きな変化が

なく 、時間的には近接した時間に収まるも(/)であ

る。この状況は、士師器 ・須恵器の変化が均ーに

進行したものではないことを示している可能性を

布する。 以上の J消問~iii器、 須患器の対応関係 • 実年

代の検討は、今後の課題としても、北武蔵型暗文

坪のL31次瀾布1号住居跡→108次調布1号住居跡

→A区 2 号•特殊土坑という北武紘型暗文坪の変化

をここで確認しておきたい。

また、北武蔵型暗文即こついては、最大 I-XI 

の法伍分化が認められた。それぞれの段階におい

て、径1伍指数が若しく異なるものや暗文の施文法

が異なるもの（格f状暗文）があることから、同

ー系列のものであるか疑わしい存在もある(131次

1・l}住油37、A区2号特殊J.:坑No.198、202)が、
その他の土器群については、それぞれの住居跡に

おいて近似しに径商指数を有する.:.とからぽぽ同

—器形の法批分化と考えられる。 畿内産土師器杯

Cの分析では 、 西弘海氏により J ~Nの分化が示

されており、銅椀模倣の頂椀構造 （西1978)が、

東国の熊野迫跡で、より鮮明に確品できた点は、

頑要な成果であろう

4)評家の形成と七器

熊野迎跡では、直跡の成立とともに、北武蔵型

暗文上器が成立し、畿内産 I:師器坪が搬人され

る。また、桜澤郡内に位誼する末野窯では、占収

時代的な坪Hから坪Gへの生産がはじまる（赤熊・

大谷2006)。これらの事朱ば、すべて連動するも

のであり、山」：迫物から、律令時代のh輝開けを示
す証左となるものである• 北武蔵型暗文坪の器種

分化は、今のと ころ熊野迫跡だから.:.そ明確に確

認できるものと思われる。北武蔵型暗文坪が盛ん

に'E産される地域は、現在のところ榛祁 ・幅羅郡
域と考えられる。蚊も衛要が大きかったのは、評

家または、その他の官荷である。今後、幡羅郡

（評）家においても同様な雌!jが確認できるであ

ろう。おそらく、畿内での食器組成を模倣し、再

現することに且要な意茂があったものと推定する

u闘羽2004)。
ただし、北武蔵地域のように顕井：な佼倣が確認

できる地域は、束I],t,: では皆無に近く、この点か

ら北武蔵地域の特殊性が認められる。北武蔵の特

殊性を与える上で参考となる事象として宮城県大

的市周辺の瀾査成果が参考となる。名生館官餅辿

跡では、熊野追跡で定ii!:存在する暗文施文を省略
した北武蔵型暗文坪(/)搬人品もしくは椒倣品が山

七し、大崎平野周辺の経社1こ北武蔵地域の人々が

閲与した可能性が科いこ とが指摘されている（高

橋2007)。北武赦地域が担った役割の一端が土器

から明らかにされた舟例である。その役割の重要

性ゆえ畿内政権も北武祓地城との交流 • 連挽を深

めることが必要であったと考えられる。金屈器指

向 ・畿内指向の強い北武級型暗文坪がいち早く成

勺；し、J平家などの官両固辺で多址に出土する背保
の一端は、このような事情によるものと考えられ

る。
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第33図 熊野遺跡における北武蔵型暗文土師器坪の法量分化と変遷
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第34図 熊野131次調査1号住居跡
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第35図 熊野108次調査 1号住居跡
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第36図 熊野遺跡A区2号特殊土壊
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図版1

JH掘削の状況

All'-企；景（北西から） A区全尿（南東から）

lサ竪火住居跡 1サ堅穴住居跡虹物出土状況 (I)

l乃竪穴住届跡追物IllJこ状況 (2) 2サ竪火ft!沿跡完掘状況



図版2

2 ES::・ 竪穴住届跡カマド 2じり竪穴I.I:届跡カマド右袖周辺

［ 
2号幣穴住居跡坦物出-1:状況

2E号竪穴fl:屈跡迎物Ul上状況 2E号竪穴仕居跡頌物Ill上状況

.1号竪穴II:屈跡完掘状況



図版3

"--- ・・ → - - -

4号竪穴（セ居跡遺物山上状況 (I) 4サ竪穴住居跡遺物tHI: 状況 (2)

5号、 6サ竪穴住届跡完掘状況

5号竪穴fl:J.!i・跡辿物UIJ:状況

1号掘立t連物完拙状況 2}}掘1'ltJ:建物完掘状l兄



図版4

I .g. 竪穴住居跡ふ l 1号竪穴｛臥居跡N"2

1号竪穴住居跡ふ3 1サ竪穴住居跡No.5 

1号竪六住居跡No.6 1号竪穴住居跡No.7 

1号竪穴1-1;居跡油12 1乃竪穴住居跡Nill3

1号竪穴(];居粉No."1 1月竪穴住居跡池19



図版5

1号竪穴住居跡泌24
＇ ］サ緊穴住居跡No.29-:34

2号竪火住居跡ふ1 2号竪穴住届跡No.3 

2号竪穴It居跡泌4 2号竪穴住届跡No.6 

戸
2号緊穴住居跡th7 2~ 竪穴住居跡No.9 

2号竪穴住居跡No.11 2'サ竪穴住居跡No.12



図版6

2号竪穴住居跡No.IS 2サ竪穴住届跡No.23

2 号竪穴住居跡~24 2サ緊火住居跡ふ26

2号竪穴（セ居跡池32 2号竪穴住居紺FNn.37

3号竪穴住居跡泌l 3号竪六住居跡No.3



図版7

3サ竪穴住届跡池7 3サ竪穴住届跡No.9 

3サ竪穴住居跡N(>.11 4号竪;(/t居跡No.1 

しコ
4号竪穴住居跡No.5 4号竪穴住居跡池7

~ 
4号竪穴住居跡No.8 4サ竪穴住届跡No.II 

4号竪穴住居跡No.12 Hが翌穴住届跡No.I3 



図版8

4号竪穴ri:居跡No.15 4サ竪穴住居跡No.17

4丹竪穴住届跡No.IS 4号竪穴住届跡No.20

5月・竪穴仕居跡応2 5号竪穴住届跡ぬ4

5サ竪穴住居跡No.5 5サ竪穴住届跡ふ7

~ 
5号竪穴住居跡No.8 5号竪穴住居跡No.8内面の墨,ff
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